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～今月の表紙～

道の駅国見あつかしの郷が 5 月 3 日、
グランドオープンしました。当日は
記念セレモニーが開催され、太田町
長をはじめ関係者は来場者とともに
風船を一斉に放ち、待望のオープン
を華やかに飾りました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　文治 5 年（1189 年）、藤原泰衡が源頼朝の率いる鎌倉軍を迎え撃ち、奥州合戦最大の激戦地となった「阿津賀志山」。
山麓には、江戸時代の難所跡「旧奥州道中国見峠長坂跡」が残り、また JR 東北本線、東北自動車道、国道 4 号などが縦走し、
今も昔も交通の要衝となっています。
　「阿津賀志山」は、この戦いが記された鎌倉幕府の歴史書「吾

あづまかがみ

妻鏡」に登場しますが、その名称は平安時代に編纂さ
れた辞書「倭

わみょうるいじゅしょう

名類聚抄」に記載の「陸
む つ の く に か り た ぐ ん

奥国刈田郡篤
あつ

借
かし

郷
ごう

」（宮城県白石市南部一帯の地域）という地名に関連するので
はないかと考えられています。
　合戦の際、山麓に築かれた防塁（二重堀）は今もその姿を残し、「道の駅国見あつかしの郷」の屋根のデザインにも
用いられました。
　裾野の穏やかな田畑より山頂を望み、そっと目を瞑って、八百数十年の歴史に想いを馳せてみたいものです。

阿
あ つ か し

津賀志山
やま

（国見町文化財センター「あつかし歴史館」（旧大木戸小学校）より撮影）

『国見のたからもの』№ 37
　

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

の
竣
工
式
が
4
月
27
日
、
現
地

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
１
５
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

 

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

竣
工
式
で
は
、
太
田
久
雄
国

見
町
長
が
「
道
の
駅
が
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
、
防
災
拠
点
、
町
の

活
性
化
の
施
設
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
そ
の
後
関
係
者
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
道
の
駅
建
設

に
尽
力
さ
れ
た
工
事
関
係
者
に

太
田
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た

皆
さ
ま

株
式
会
社
晃
建
設

代
表
取
締
役　

野
地
勝
巳　

様

株
式
会
社
渡
辺
建
設

代
表
取
締
役　

渡
辺
一
郎　

様

株
式
会
社
フ
ォ
ル
ム
建
築
計
画

代
表
取
締
役　

安
藤
正
道　

様

福
島
建
築
設
計
協
同
組
合

代
表
理
事　

平
子
恵
俊　

様

有
限
会
社
佐
藤
測
地

代
表
取
締
役　

佐
藤
辰
雄　

様

竣工式で行われたテープカットの様子

福
島
交
通
観
光
と

相
互
協
力
契
約
締
結

　

国
見
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

と
福
島
交
通
観
光
株
式
会
社
の

相
互
協
力
契
約
の
調
印
式
が
4

月
20
日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
は
、
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
福
島
交
通
観
光
が
連
携

し
て
ツ
ア
ー
な
ど
に
道
の
駅
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
県
内
外
に

道
の
駅
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
ま

し
た
。
太
田
久
雄
ま
ち
づ
く
り

会
社
代
表
取
締
役
は
「
福
島
交

通
観
光
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し

て
道
の
駅
の
活
性
化
を
推
進
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
相
山

進
福
島
交
通
観
光
代
表
取
締
役

社
長
は
「
魅
力
発
信
の
た
め
頑

張
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。握手する太田代表と相山社長（右）

道の駅オープンに向けて
さまざまなご支援をいただきました
1株式会社福梁製作所の村岡賢一代表取締役社長より、傘袋を自動で装着

　する「傘ポン」を 3 台寄贈いだだきました。

2道の駅を施工した㈱晃建設（野地勝巳代表取締役）と㈱渡辺建設（渡辺

　一郎代表取締役）より、屋外広場に遊具を寄贈設置していただきました。

3福島県酒類卸株式会社の藤田博文代表取締役社長より、「益々繁盛 ( 升升

　半升）」を祈念して、二升五合の国見あつかしさんを寄贈いただきました。
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交流人口拡大へ加速

町
の
活
性
化
に
向
け
て

　

待
望
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
た
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
。
東
北
最
大
級
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
道
の
駅
は
、
町
の

活
性
化
の
核
と
な
る
施
設
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
性
化
の
糸
口

の
ひ
と
つ
が
「
交
流
人
口
」
の

拡
大
で
す
。

　

地
域
に
住
む
人
を
「
定
住
人

口
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
地

域
に
訪
れ
る
人
を
「
交
流
人

口
」
と
言
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
加
速
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
望
む
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
昨
今
、
交
流
人
口
は
町
の
活

力
創
出
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

存
在
で
す
。
国
見
町
の
人
口
約

９
５
０
０
人
に
対
し
、
国
道
４

号
を
通
過
す
る
車
の
台
数
は
１

日
約
１
万
７
０
０
０
台
。
こ
こ

に
、
交
流
人
口
拡
大
へ
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

単
な
る
通
過
点
か
ら
目
的
地

と
し
て
の
町
へ
。
順
調
な
船
出

と
な
っ
た
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
で
す
が
、
私
た
ち
は
そ

の
先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

初
日
来
場
は
１
万
人
超

　

オ
ー
プ
ン
当
日
、
道
の
駅
は

朝
早
く
か
ら
オ
ー
プ
ン
を
心
待

ち
に
す
る
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も

数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
整
理

券
に
よ
る
入
場
制
限
が
行
わ

れ
、
午
前
10
時
の
入
場
開
始
と

同
時
に
、
入
口
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
ま
し
た
。
入
場
を
待
つ

人
は
、
中
央
広
場
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
っ
て
も
来
場
者
は

途
切
れ
ず
、
オ
ー
プ
ン
初
日
の

来
場
者
は
1
万
人
を
超
え
、
町

の
人
口
を
上
回
り
ま
し
た
。
予

想
を
は
る
か
に
上
回
る
来
場
者

の
多
さ
に
、道
の
駅
へ
の
関
心
、

期
待
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
町
の
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
て
、
明
る
い

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
10
万
人
達
成
！

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
11
日
目
の
5

月
13
日
、
早
く
も
来
場
者
10
万

人
を
達
成
し
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
10
万
人
目
は
伊

達
市
か
ら
来
場
の
高
橋
見
一
さ

ん
・
美
恵
子
さ
ん
夫
婦
。
太
田

久
雄
代
表
取
締
役
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
た
二
人
は
、「
こ

う
い
う
経
験
は
初
め
て
で
本
当

に
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。
飲
食
店
を
経
営
す

る
高
橋
さ
ん
は
今
回
で
既
に
４

度
目
の
来
場
と
の
こ
と
で
、「
野

菜
が
新
鮮
で
お
い
し
い
の
で
、

こ
こ
で
食
材
を
仕
入
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
」と
、早
速
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
９
万
９
９
９
９
人
目

の
菅
野
さ
ん
家
族
（
宮
城
県
角

田
市
）
と
10
万
１
人
目
の
橋
本

さ
ん
家
族
（
川
俣
町
）
に
も
そ

れ
ぞ
れ
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

◀ 10 万人目となった高橋さん夫婦（中央）

グランドオープン当日は県内外から訪れた多くの人で賑わいました

ステージイベント写真

特集  道の駅国見あつかしの郷 グランドオープン

入口には入場を待つ人の長蛇の列ができました

多彩なステージイベントで道の駅のオープンを盛り上げました
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　友人の帰省にあわせ、県北中学生時代の同級生 4 人でレスト
ラン桃花亭を訪れたみなさん。「町内にはあまりこういう場所が
なかったので楽しみにしていました」と、新たな “ 集いの場 ” の
誕生に期待を寄せていました。
　食事の感想を伺うと「今まで見たことも食べたこともない料
理でおいしかったです」と絶賛していました。

「国見バーガーを食べてみたくて」

「レストランを楽しみにしていました」
学生時代の友人のみなさん（国見町）

広報くにみ担当者（国見町）

来
場
者
の

特集  道の駅国見あつかしの郷 グランドオープン

　

オ
ー
プ
ン
以
降
、
町
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
て
い

る
道
の
駅
。

　

そ
こ
で
、
来
場
者
の
み
な
さ

ん
の
声
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

◀
多
く
の
人
で
賑
わ
う
く
に
み
市
場

　

町
は
、
今
年
も
県
外
の
女
性

層
を
対
象
に
、
国
見
町
の
歴
史

や
食
、
農
業
、
伝
統
文
化
な
ど

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
「
く
に
み
し
ゅ
ら

ん
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
第

1
回
目
の「
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
」

が
5
月
26
日
か
ら
27
日
の
2
日

間
行
わ
れ
、
11
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
後
は
じ
め

て
の
く
に
み
し
ゅ
ら
ん
と
な
る

今
回
は
、
道
の
駅
を
核
と
し
た

「
く
に
み
流
」
の
お
も
て
な
し

を
展
開
。
1
日
目
は
奥
山
家
住

宅
を
は
じ
め
、国
見
峠
長
坂
跡
、

あ
つ
か
し
歴
史
館
、
阿
津
賀
志

山
防
塁
な
ど
、
町
の
歴
史
資
源

を
探
索
し
ま
し
た
。
そ
し
て
夜

は
、
道
の
駅
の
「
う
ぐ
い
す
」

で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
。
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
、
国
見
自
慢
の
食

を
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

津
料
理
長
が
そ
の
場
で
握
る

〝
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
創
作
お
寿
司
〟

も
振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
技
と
味

に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　　

こ
の
日
は
道
の
駅
の
「
風

道
」
に
ご
宿
泊
。
こ
れ
ま
で
の

く
に
み
し
ゅ
ら
ん
は
町
外
に
宿

泊
し
て
い
ま
し
た
が
、
宿
泊
施

設
を
持
つ
こ
の
道
の
駅
が
出
来

た
こ
と
で
、
初
め
て
国
見
町
内

で
完
結
す
る
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

し
た
。参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、

心
ゆ
く
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
青
年
農
家
の
渋
谷

憲
道
さ
ん
と
阿
部
郁
さ
ん
の
桃

畑
で
桃
の
摘
果
作
業
を
体
験
。

小
坂
ふ
る
さ
と
館
で
は
婦
人
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
国
見
の
家

庭
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

道
の
駅
に
戻
り
、
こ
の
日
特

別
に
披
露
さ
れ
た
町
無
形
文
化

財
内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
く

に
み
市
場
」
で
の
お
買
い
物
を

楽
し
み
、
名
残
惜
し
く
も
ツ

ア
ー
は
終
了
。

　

道
の
駅
、
そ
し
て
国
見
町
の

魅
力
を
満
喫
す
る
2
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

ビュッフェを楽しむ参加者

“ 匠の技 ” を披露する大津料理長

「
地
元
の
〝
食
〟
に
対
す
る
熱
意
を

感
じ
ま
し
た
」
と
感
想
を
い
た
だ

い
た
折
橋
豊
子
さ
ん
（
左
）
と
吹

野
由
美
さ
ん
（
右
）。
中
央
は
青
年

農
家
の
阿
部
郁
さ
ん
。

　

ビ
ュッ
フ
ェパ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催

く
に
み
し
ゅ
ら
ん 

ｉ
ｎ
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

声

　郡山市の藤岡さんと渡辺さんは、テレビで道の駅のオープン
情報を知り、町の名物グルメとして紹介されていた国見バーガー
を目的に来場。
　「サバの味噌煮を挟んだ “ クラシック ” を注文しました。意外
にもパンとサバの組み合わせがあっていておいしいです」と笑
顔。バンズのパンもお気に入りの様子でした。

植田享一さん・和子さん夫婦（郡山市）
　「道の駅に泊まってみたい」と、郡山市から来場の植田さん夫
婦は、記念すべき最初の宿泊利用者。植田さんは「部屋、お風
呂も広く、木のぬくもりであふれていて、久しぶりにゆっくり
できました。食事もおいしく、宿泊料金もリーズナブルで大満
足です」と絶賛。多機能でサービスが充実したこの道の駅につ
いて、「今後の道の駅のモデルになるのでは」と話していました。

「これからの道の駅のモデルになるのでは」

「こんな場所が欲しかった」

　ご存知ですか？ももたんカフェがおしゃれなカクテルバーに
なることを。真相を確かめるべく体当たり取材（プライベート）。
　オーダーしたのは鮮やかな色のカクテル「チャイナブルー」。
奥山邸の雰囲気をまとう贅沢な空間で、時間を忘れてゆっくり
といただくカクテルは一味違う気がします。特別な気分に浸れ
ました。夜の道の駅もまた魅力的です。ぜひご利用ください。

藤岡尭さん・渡辺広子さん（郡山市）

浦住さん家族（伊達市）
「大人も子どももリフレッシュできる」

　伊達市から家族 4 人で来場の浦住さん家族は木育広場を利用
し、「長時間のドライブになると子どもたちはどうしても飽きて
しまうので、こういう施設があると大人も子どももリフレッシュ
できていいですね」と話していました。
　2 人のお子さんは “ タマゴボールイ ” がお気に入りの様子で、
元気いっぱいに遊んでいました。

「きれいで良い雰囲気の道の駅」
河野さん家族（宮城県川崎町）

　宮城県から家族 5 人で来場の河野さん家族は「お土産をたく
さん買いました。試食で食べたリンゴとあんずのジャムもおい
しかったので買ってみました」と、くにみ市場での買い物を楽
しんでいました。
　また、道の駅についても「きれいで良い雰囲気だと思います。
品物にもこだわりを感じます」と好評でした。

7 6



　

昨
年
10
月
23
日
に
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
第

2
回
国
見
町
食
の
文
化
祭
」
で

は
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協

力
に
よ
り
１
５
０
品
の
家
庭
料

理
を
出
品
い
た
だ
き
、
素
晴
ら

し
い
国
見
町
の
宝
も
の
が
大
集

合
し
ま
し
た
。

　

国
見
町
の
食
文
化
の
〝
こ
こ

ろ
〟
と
〝
技
〟
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
料
理
の

レ
シ
ピ
を
一
冊
の
記
録
集
に
取

り
ま
と
め
た
「
食
卓
図
鑑
」
の

第
２
弾
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま

し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
料
理
の
一
部
は
、
５
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
国
見

「
あ
つ
か
し
の
郷
」
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

今
後
も
国
見
町
の
豊
か
な
食

文
化
を
再
発
見
し
、
広
げ
、
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
冊
子
を
差

し
上
げ
ま
す
の
で
、
企
画
情
報

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
し
か
な
い
！
「
国
見
な
ら
で
は
」
の
お
い
し
い
宝
も
の

『
国
見
町
食
卓
図
鑑
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
』
完
成

目次【全 114 ページ】

◆特集　くにみ流豊かな食のフォーラム

◆国見町の食卓レシピ集（全 150 品）

◆食の伝承の取組み（食の資料編）

◆国見町の食材 100 選　旬のカレンダー

春
の
叙
勲

　前国見町消防団長の鈴木耕治さんが平成 29 年春の叙勲の
栄誉に輝きました。
　鈴木さんは昭和 54 年に国見町消防団に入団し、平成 25
年から平成 27 年まで団長を務められ、平成 28 年に退団さ
れるまで、37 年間の永きにわたり町消防団の発展にご活躍
されました。
　「火災はとにかく予防が大事。火が出てからでは遅いんで
す」と語る鈴木さんは、予防消防こそが最も重要であると
考え、防火診断、防火査察、火災予防の広報活動など、防
災意識の啓発を積極的に推進されました。
　今回の受章について、鈴木さんは「妻をはじめ、地域住民、
消防団員、関係機関のみなさんのご協力のおかげです」と
振り返り、「今後は一町民として、微力ながら安全・安心の
まちづくりに尽力します」と話されていました。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長

年
の
消
防
団
活
動
へ
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し

ま
す
。
今
後
も
町
の
安
全
、
安

心
の
た
め
に
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。
鈴

木
さ
ん
は
「
期
待
に
そ
え
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

 

前
国
見
町
消
防
団
長

   

鈴
木
　
耕
治
さ
ん  （
川
内
）

　

町
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

環
境
の
向
上
と
地
域
で
の
子
育

て
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
質
問
の
で
き
る
自
習

室
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

自
習
室
に
は
学
習
指
導
員
を
配

置
し
、
い
つ
で
も
気
軽
に
質
問

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
ず
っ
と
こ

う
い
う
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
た
」「
家
よ
り
集
中

で
き
る
」「
学
校
で
聞
き
そ
び

れ
た
こ
と
を
質
問
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
友
達

を
誘
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　今までは、高校の授業が終わって電車で
国見町に帰ってきても勉強できる場所がな
かったのでうれしいです。基本、しゃべっ
てはいけない学習室がほとんどですが、こ
こでは友達と教え合うことができ、指導員
の方もフレンドリーなので課題や試験対策
など気軽に質問できて、とても助かってい
ます。（観月台フリー学習室利用者）

利用者の声

赤坂七海さん（高 3）と渡邉千紘さん（高 3）

「質問のできる自習室」が
オープンしました

放課後
スタディルーム

観月台
フリー学習室 土曜学習室

『観月台フリー学習室』

『土曜学習室』

観月台文化センター
地下 1 階演習室で開催

申込み不要！
◆開設日時　毎週土午後 1 時から午後 5 時まで
◆対象者　　小学 5・6 年生、中学生、高校生

【問い合わせ】生涯学習課　☎ 585-2676

 

福
島
大
学
＆
桜
の
聖
母
短
期
大
学

域
学
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　

町
は
、
今
年
度
も
福
島
大
学

と
桜
の
聖
母
短
期
大
学
と
の
域

学
連
携
事
業
を
展
開
し
、
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
大

学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
・
若
い
力

を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
発
見

と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
で
は
、
行
政
政
策

学
類
の
岩
崎
由
美
子
ゼ
ミ
の
学

生
17
人
が
5
月
9
日
、
伝
統
工

芸
の
「
し
め
縄
」
の
継
承
に
取

り
組
む
た
め
、
内
谷
地
区
で
し

め
縄
専
用
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
今
年
で
4
年
目
と
な
る
内

谷
集
落
活
性
化
事
業
の
一
環
で

実
施
し
た
も
の
で
、
学
生
は
地

区
の
み
な
さ
ん
に
教
わ
り
な
が

ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
の
聖
母
短
期
大
学

で
は
、
食
物
栄
養
専
攻
の
学
生

33
人
が
5
月
24
日
、
国
見
町
の

魅
力
を
探
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
同
大
学
で

は
食
育
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
モ
モ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

の
考
案
に
取
り
組
み
、
道
の
駅

国
見
あ
つ
か
し
の
郷
で
の
商
品

化
を
実
現
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。
ス

イ
ー
ツ
の
考
案
に
先
立
ち
、
国

見
町
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
阿
津
賀
志
山
防
塁
や
奥

山
家
住
宅
を
見
学
し
た
ほ
か
、

モ
モ
や
リ
ン
ゴ
の
摘
果
を
体
験

し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

苗を植える福大生

摘果作業を体験する桜の聖母短大生

太
田
町
長
に
受
章
を
報
告

　

鈴
木
さ
ん
は
5
月
16
日
、
国

見
町
役
場
を
訪
れ
、
太
田
久
雄

国
見
町
長
に
受
章
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
皇
太
子
殿
下
よ

り
授
与
さ
れ
た
勲
記
と
勲
章
を

披
露
し
、
太
田
町
長
は
「
受
章

『放課後スタディルーム』
◆開設日時　

　毎週火木午後 4 時から午後 6 時まで

◆対象者（登録制）

　小学 4 年生から 6 年生の希望者

◆開設日時　平日午後 6 時から午後 9 時まで
◆対象者　　中学生、高校生

▶
太
田
町
長
（
左
）
に
勲
記
と
勲

章
を
披
露
す
る
鈴
木
さ
ん
（
右
）
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国見町民会議開催

県北中学校
（1 年生）

八巻　憲晟くん
吉田光咲葵さん
山崎　更紗さん
森藤　公介くん

こ
い
の
ぼ
り
飾
り
で
端
午
の
節
句
を
お
祝
い

く
に
み
も
も
た
ん
広
場

〝
こ
い
の
ぼ
り
と
手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〟

　

爽
や
か
な
晴
天
と
な
っ
た
5

月
5
日
。
あ
つ
か
し
歴
史
館
で

は
、「
端
午
の
節
句
」
と
国
見

の
歴
史
・
文
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

旧
大
木
戸
小
学
校
の
校
庭
に

は
、
地
域
の
方
々
に
提
供
い
た

だ
い
た
約
１
０
０
匹
の
こ
い
の

ぼ
り
が
元
気
に
泳
ぎ
、
館
内

で
は
地
区
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
「
ち
ま
き
作
り
」
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て

の
養
蚕
を
学
び
な
が
ら
つ
く
る

「
繭
玉
ク
ラ
フ
ト
」、
土
に
触
れ

る
「
子
ど
も
ね
ん
ど
手
形
つ
く

り
」、
国
見
石
の
特
徴
を
学
ぶ

「
石
窯
ピ
ザ
作
り
」
な
ど
、
楽

し
く
学
び
な
が
ら
体
感
す
る
1

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
地
元
の
大
木
戸
地
区
の

方
々
・
町
内
団
体
の
み
な
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
あ
つ

か
し
歴
史
館
で
は
、
地
域
に
伝

わ
る
年
中
行
事
・
歴
史
文
化
を

テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
地
域
の

方
々
と
協
力
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
も
た
ん
広
場
で
は
端
午
の

節
句
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
よ

う
と
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
約

１
７
０
人
が
こ
い
の
ぼ
り
飾
り

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に

作
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
で
飾
り
つ

け
を
し
た
手
作
り
遊
具
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ
い
の

ぼ
り
を
探
し
な
が
ら
、
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

みんなで作ったよ！

 

今
年
も
た
く
さ
ん
の
人
を
魅
了

満
開
に
咲
き
誇
る
深
山
神
社
の
大
藤

　

深
山
神
社
の
ふ
じ
ま
つ
り
が

5
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

神
社
内
の
大
榧か

や

に
巻
き
付
く

大
藤
は
、
毎
年
5
月
に
な
る
と

木
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
滝
の
よ
う

に
咲
き
誇
り
、
見
る
人
を
魅
了

し
ま
す
。
今
年
も
見
事
に
満
開

と
な
っ
た
大
藤
を
楽
し
も
う

と
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

渡辺　乙葉さん
星　龍之介くん
古山　佳蓉さん
松浦　雄樹くん

大槻　翔空くん
大関　乃愛さん
遠藤　拓海くん
遠藤　優華さん

県北中学校の 1 年生は 5 月 9 日、総合的な学習の時間の一環として岩手県
平泉町を訪問し、生徒たちが手作りしたチラシで国見町を PR しました。

　東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議が
5 月 22 日に開催され、昨年度の復旧復興事業の取
り組みを振り返るとともに、平成 29 年度事業の
推進を確認しました。
　会議では、除染作業の進捗状況、仮置場の管理
状況、県北浄化センター下水汚泥対策、健康管理
事業、農産物等の風評被害対策、「道の駅」開業に
向けた取り組みについて報告されました。
　平成 29 年度については、除去土壌の中間貯蔵
施設への輸送を推進するほか、ため池の放射性物
質対策も予定しています。また、健康管理事業や
農産物等の風評被害対策についても引き続き積極
的に取り組むことを確認しました。

　町では、除染関連事業をはじめとする放射能対
策にあたり、専門的な知識や経験に基づく助言・
指導を得るために国見町町政アドバイザーを、昨
年に引き続き福島大学共生システム理工学類特任
教授の河津賢澄氏に委嘱しました。
　河津氏は福島県職員としての経歴を持ち、原子
力や廃棄物、エネルギー問題に精通しており、町
の安全・安心のため、放射能対策について、アド
バイスをいただきます。

町政アドバイザーを委嘱

町民会議の様子

太田町長から委嘱状を交付

【
国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」】

　

町
内
の
文
化
財
を
収
蔵
・
展
示
・

研
究
す
る
施
設
と
し
て
今
年
１
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
館
内
は
、

町
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
阿

津
賀
志
山
防
塁
な
ど
町
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、

地
域
の
拠
点
で
あ
っ
た
旧
小
学
校

を
活
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
国
見
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

みんなで掲げたこいのぼり 楽しい！おいしい！

国見石のピザ窯

遊
び
と

　

学
び
の

  

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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　第 6 回国見小学校大運動会が 5 月 20 日、快晴の青空
の下で開催されました。
　６年生を中心に、児童たちが創意工夫をこらして企画
と準備を進めてきた運動会。児童たちは、練習の成果を
発揮しようと、一人一人が一生懸命に競技に取り組みま
した。 第 6 回国見小学校大運動会
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阿津賀志山と桃の花をバックに記念撮影

おいしいいちごありがとうございます

歩いて国見の春を満喫
　町民ウォーキング大会

太田町長（左）と握手するポールソン農務官（中）

風評払拭に向けて農産物の安全をＰＲ
　アメリカ大使館農務官が国見町を視察
　モモの生産状況などを視察するため、アメリカ大使館農政
部のジェス・ポールソン農務官が 4 月 21 日、国見町役場を訪
れ、太田久雄国見町長と意見交換を行いました。
　意見交換では、太田町長が町の取り組みについて説明し、
農産物の安全を PR しました。また、ポールソン農務官は町の
6 次化商品のももジュースともも大福を試食し、大絶賛でした。

あまくておいしいいちご
　ごちそうさまでした
　ふくしま未来農業協同組合は 4 月 26 日、伊達地区で生産さ
れた安全で甘くておいしいいちごを管内の子どもたちに食べ
てもらおうと、くにみ幼稚園で園児へいちごを贈呈しました。
　佐々木国見営農センター所長らからいちごを受け取った園
児は、お礼に手作りの感謝状を手渡しました。その後、早速
大きないちごをほおばった園児の顔には笑顔があふれました。

鍬入れを行う須田所長（右）と太田町長（左）

工事の無事故・無災害を祈願
　貝田地区等ほ場整備事業　安全祈願祭
　平成 32 年度竣工を目指す貝田地区等ほ場整備事業（整備面
積約 36ha）の安全祈願祭が 4 月 28 日、現地で行われました。
　祈願祭では須田博行福島県県北農林事務所長、太田久雄国
見町長、後藤庸貴土地改良事業団体連合会専務理事、工事を
請負う株式会社近藤組の近藤克成代表取締役社長が鍬入れを
行った後、関係者らが玉串を捧げ、工事の安全を祈願しました。

　春の町民ウォーキング大会が 4 月 23 日に行われ、春爛漫の
晴天の下、73 人が参加しました。
　出発前にはウォーキング講習会も行われ、参加者は早速実
践しながら旧貝田宿やあつかし歴史館を巡りました。途中、
町文化財ボランティアの笠松金次さんによる解説もあり、国
見町の歴史にも触れることができた、充実の 1 日となりました。

チーム一丸で頑張ります！

チーム新体制での活躍を誓う
　ソフトボールスポ少結団式
　国見ソフトボールスポーツ少年団の結団式が 4 月 30 日、大
木戸ふれあいセンターで行われました。
　結団式では、志村穣団長が「感謝の気持ちを忘れずに活動
してください」とあいさつしました。団員紹介では、一人一
人が「率先して声を出します」「ヒットをたくさん打てるよう
頑張ります」など、力強く今年の抱負を発表しました。

　介護予防事業「通いの場」が今年度から大町南町内会で始
まり、その第 1 回目となる活動が 5 月 12 日、NPO 法人まご
ころサービス国見センターで行われ、20 人が参加しました。
　初回のこの日は、イスを使用した柔軟体操を中心に行い、
運動指導士の軽快なトークを交えた体操指導に、参加者から
は笑い声があふれ、楽しみながらメニューを実践しました。

人と人のつながりで支え合う地域づくりを
　平成 29 年度「通いの場」スタート

運動指導士による体操指導

　親子活動を通して子育てを支援するイキイキ子育てクラブ
の開所式が 5 月 10 日、藤田保育所内の地域子育て支援センター
で開催され、17 組の親子が参加しました。
　開所式では阿部正子センター長が「親子で一緒に楽しんで
ください」とあいさつし、式の後は、手遊びや絵本の読み聞
かせ、みんなで歌を歌うなどして楽しみました。

今年も親子一緒に楽しく活動します
　イキイキ子育てクラブ開所式

たくさん植えたよ

絵本の読み聞かせに夢中の子どもたち

新鮮な野菜や苗木がたくさん！
　第 59 回農業市開催
　農業市が 5 月 5 日、観月台公園で行われ、今年も町内外か
ら多くの人が訪れました
　農業市は今年で 59 回目の開催となり、公園内には野菜や苗
木などを販売する露店がずらりと並び、賑わいを見せていま
した。来場者は「今年も買いに来たよ」などと出店者との会
話を楽しみながら、お目当ての品を買い求めていました。

田植え体験に笑顔あふれる
　国見小学校農業体験学習
　国見小学校 5 年生の児童たちは 5 月 8 日、農業体験学習の
一環として、田植え作業を行いました。
　田植え体験は小坂アグリ株式会社の協力により行われ、児
童たちは土の感触を楽しみながら、苗を丁寧に植えていまし
た。秋には稲穂の刈り取り作業も体験する予定で、みんなで
収穫したお米を味わいます。

　国見町緑化推進委員会は 5 月 19 日、JR 藤田駅前で緑化推進
の啓発を兼ねた街頭募金活動を行いました。
　太田久雄緑化推進委員会長をはじめとする会員のみなさん
は、駅の利用者に「お帰りなさい」「いってらっしゃい」と声
を掛けながら「緑の募金」の協力を呼びかけました。募金活
動には「くにみももたん」も駆けつけてくれました。

みんなでみどりを守りましょう
　緑の募金協力を呼びかけ

ご協力ありがとうございました！

たくさんの人で賑わった農業市
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 29 年   4 月生まれ）
・9 か月児（平成 28 年 10 月生まれ）

8 月 24 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

8 月 23 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申し込みください。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊ 3 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25 年 12 月   1 日から
平成 26 年   2 月 28 日生まれの幼児

8 月 31 日木
午後 1 時 30 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽に相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊ 1 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 27 年 11 月 17 日から
平成 28 年   2 月  22 日生まれの幼児

8 月 22 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽に相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

　町では昨年度から引き続き、フ
ふ っ か

ッ化物
ぶつ

洗
せんこう

口を実施します。
　町内の幼稚園・小学校に通っている 4 歳から 12 歳のお子さんで希望する方が対象です。
　昨年度は平成 29 年 1 月からスタートして、延べ 3,331 人のお子さんが実施しました。
　幼稚園・小学校の先生方はもちろん、歯科医、薬剤師など、多くの方々の協力のもと、安全に実施できるよ
う連携をとって事業をすすめていきます。
　対象の方には幼稚園・小学校を通じて希望調査を実施しましたが、ご要望・ご質問等がありましたら保健福
祉課保健係まで問い合わせください。

●フ
ふ っ か

ッ化物
ぶつ

洗
せんこう

口ってなに？
　フ

ふ っ か

ッ化物
ぶつ

が入った水でブクブクうがいをしてむし歯を予防する方法です。
　国見町では、幼稚園・小学校のクラス毎に週に 1 回 1 分間うがいをします。
　この方法のむし歯予防効果は 50 ～ 80％とも言われています。

●フ
ふ っ

ッ化
か ぶ つ

物って何なの？
　自然にある元素のひとつです。お茶、海藻類、肉、魚など多くの食品に微量に含まれています。フ

ふ っ か

ッ化物
ぶつ

に
は歯の質を強くして、むし歯になりにくい歯をつくる働きがあります。市販されている歯みがき粉の中にも入っ
ています。

●むし歯予防は歯みがきしてればいいのでは？
　歯ブラシが届かない歯のかみ合わせの溝や歯と歯の間にも効果があるので、歯みがきと併用すると「鬼に金
棒」です。

●アレルギーや中毒はないの？
　アレルギーの心配はありません。
　中毒については、間違って飲んでしまっても問題のない安全な濃度で実施しています。
　また、事故予防の対策も含めて町でマニュアルを作って対応しています。

●どうして幼稚園や小学校で実施するの？
　小さいお子さんだと、上手くうがいが出来なかったり、間違って飲んでしまう危険性も高いので幼稚園の年
中さんから対象となります。子どもの歯から大人の歯に生え変わる時期に実施すると効果的といわれており、
大人になってからも効果が継続するという報告もあります。
　また、集団で実施すると、希望する多くの方に平等に実施でき、継続しやすいというメリットもあります。

6 月 4 日から 10 日までは「歯と口の健康週間」です
～ ご存知ですか？フ

ふ っ か

ッ化物
ぶつ

洗
せんこう

口 ～

血献 の 知 らお せ
　今年度第１回目の国見町の献血が次のとおり実施されますので、
一人でも多くの方のご協力をお願いします。

場　　所 受　付　時　間
国見町役場 午前 9 時から午前 11 時 30 分
一心堂薬局 午前 12 時から午後 1 時

（株）福梁製作所 午後 2 時 30 分 から 午後 3 時 30 分
福島信用金庫国見支店 午後 4 時から午後 5 時

実施日  6 月 14 日水
★今回は国見ライオンズクラブより
　卵のプレゼントがあります！
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太
陽
光
発
電
設
備
へ
の

補
助
を
継
続
し
ま
す

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
の
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
す
る
方
へ
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
設
備　

次

の
①
か
ら
③
の
全
て
を
満
た
す

も
の
①
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
送
電
で
き
る
よ
う
、
設
備
を

商
用
電
力
と
連
系
し
て
い
る
も

の
②
設
備
の
最
大
出
力
が
10
Ｋ

Ｗ
未
満
で
あ
る
も
の
③
申
請
時

に
お
い
て
未
使
用
の
設
備

▼
補
助
金
の
額　

太
陽
電
池
容

量
の
最
大
出
力
1
Ｋ
Ｗ
あ
た
り

2
万
円
（
上
限
8
万
円
）

▼
補
助
対
象
者　

次
の
①
か
ら

④
の
全
て
を
満
た
す
方
で
、
平

成
30
年
2
月
28
日
ま
で
に
設
置

工
事
が
完
了
す
る
方
①
国
見
町

内
に
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
又

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
に

対
象
と
な
る
設
備
を
設
置
す
る

方
、
又
は
対
象
と
な
る
設
備
が

設
置
さ
れ
た
町
内
の
住
宅
等
を

購
入
し
、
居
住
し
よ
う
と
す
る

方
②
申
請
年
度
内
に
、
電
力
会

社
と
太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
の

受
給
を
開
始
し
た
方
③
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方
④
過
去

に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
関

し
て
、
町
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方

※
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ

農業委員会からの
お知らせ

　6 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　6 月 16 日金　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

れ
た
中
古
住
宅
を
購
入
す
る
場

合
は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

補
助
金
が
予
算
の
上
限
に
達
し

た
場
合
は
補
助
を
打
ち
切
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
書
類

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課
総
合
政
策
室

☎
５
８
５
‐
２
２
１
７

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度

　

収
入
が
少
な
い
な
ど
の
理
由

で
国
民
年
金
を
納
め
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
免
除
制
度
や
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
全
額
免
除
の
ほ

か
、
４
分
の
3
、
２
分
の
１
、

４
分
の
１
を
納
付
す
る
と
残
り

の
保
険
料
が
免
除
と
な
る
一
部

免
除
や
50
歳
未
満
の
人
が
対
象

と
な
る
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
各
々
の
前
年
の
所
得
等
で
審

査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
等

を
受
け
た
過
去
の
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
分
の
免
除
等
の

申
請
受
付
は
７
月
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
、
免
除
等
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑

を
お
持
ち
の
う
え
、
町
保
健
福

祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
５
３
５
‐
０
１
４
１

くらしの情報

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
6
月
に
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
現
況
届

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

送
付
の
あ
っ
た
人
は
6
月
30
日

金
（
土
日
は
除
く
）
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
で

国
見
町
に
住
所
の
な
い
人
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
「
平

成
29
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
」

を
取
り
寄
せ
て
、
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
５
８
５
‐
２
７
８
５

住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
木
造
住
宅
耐
震
診
断

者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
築
士
が
耐
震
診
断
を
行

い
、
耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
耐
震
改
修
に

か
か
る
概
算
費
用
を
算
出
し
ま

す
。

▼
対
象　

①
所
有
者
が
自
ら
居

住
す
る
住
宅
②
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
工
事
に
着
手
し
た

戸
建
て
住
宅
※
そ
の
他
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
課
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
28
日
木
ま

で※
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し
た
人

に
木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
関
す

る
費
用
の
支
援
措
置
が
あ
り
ま

す
。

▼
支
援
内
容　

①
全
面
改
修
は

最
大
１
０
０
万
円
の
助
成
②
簡

易
改
修
・
部
分
改
修
は
最
大

60
万
円
の
助
成
。
な
お
、
工
事

費
用
の
2
分
の
1
が
上
限
額
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
28
日
木
ま

で問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す

（
公
財
）
福
島
県
文
化

振
興
財
団
助
成
事
業

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動

お
知
ら
せ

を
支
援
す
る
（
公
財
）
福
島
県

文
化
振
興
財
団
で
は
、
現
在
、

平
成
29
年
度
後
期
分
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業　

平
成
29
年
10
月

1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日

ま
で
に
行
う
次
の
事
業
①
広
く

県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動
の

成
果
発
表
（
美
術
展
、音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版

等
）
②
県
の
代
表
や
公
的
機
関

か
ら
の
招
へ
い
に
よ
り
国
内
の

発
表
会
等
へ
参
加
す
る
事
業
③

被
災
者
文
化
活
動
支
援
事
業

▼
対
象
者　

県
内
に
住
所
を
置

き
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
文
化

団
体
等

▼
助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費

の
3
分
の
1
も
し
く
は
2
分
の

1
、
ま
た
は
3
分
の
2
以
内
の

額
※
対
象
事
業
の
区
分
に
よ
り

限
度
額
あ
り

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書

に
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を

添
付
し
、
国
見
町
教
育
委
員
会

の
窓
口
に
提
出

▼
申
込
期
限　

8
月
28
日
月
必

着問
生
涯
学
習
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ

係☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
５
２
１
‐
７
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
１
‐
７
５
９
６

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

を
忘
れ
ず
に

　

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
7
月

10
日
月
で
す
。
期
限
ま
で
に
、

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労

働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
等
の

納
付
は
口
座
振
替
を
利
用
く
だ

さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
７

　町では、町民の心身の健康の増進と豊かな人間形成、子どもの食育の推進、
地域の特色ある食文化の継承及び地域の活性化等を図るため食育推進計画を策
定しました。
　６月の食育月間に町全体で「早寝早起き朝ごはん運動」に取り組みましょう。
　子どもたちが健やかに成長していくためには、適度な運動、バランスの取れ
た食事、十分な休養・睡眠が大切です。就寝時間が遅くなり、朝食を摂らない
などの基本的生活習慣が乱れると、学習意欲や体力・気力の低下をもたらす原
因となります。
　また昨年の総合健診受診者の約３割が BMI25.0 以上と肥満傾向となっていま
す。朝食を抜くと肥満になりやすいと言われていることから子どもだけでなく
大人も朝食を摂りましょう。

※ BMI　身長の二乗に対する体重の比で体格を表す指数です。この BMI が男女とも 22 のときに高血圧、
　　　　高脂血症、肝障害、耐糖能障害等の有病率が最も低くなると言われています。

　　　　　　BMI= 体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)
　　　　　　やせ (BMI18.5 未満 )　　普通 (BMI18.5 以上 25.0 未満 )　　肥満 (BMI25.0 以上 )

6 月は　　　月間です！食 育

19 18



くらしの情報

「心配ごと相談」
  　 開催日　  7 月 13 日木、27 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　7 月 18 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

7 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,441 人　（△ 27）
　　  男　　    4,527 人　（△ 18）
     　 女　　    4,914 人　（△ 9）　
　    世帯　  　3,408 世帯（△ 2）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 29 年 4 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　6 月 8 日、15 日、22 日、29 日
　　　　　　　　　7 月 6 日、13 日、20 日、27 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

戸 籍 の 窓 口
4 月 21 日～ 5 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

原田　結
ゆ い

衣ちゃん
裕希さん　美波さん （ 板 橋 南 ）

くらしの情報

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

平
成
29
年
度
国
家
公
務

員
「
税
務
職
員
採
用
試

験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
受
験
資
格　

①
高
校
卒
業
見

込
み
の
人
及
び
高
校
卒
業
後
3

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
②
人

事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

6
月

19
日
月
か
ら
6
月
28
日
水
ま
で

▼
受
験
申
込
方
法　

受
験
申
込

み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

と
す
る（
人
事
院
Ｈ
Ｐ
）。な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
受
付

期
間
前
に
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務

局
へ
連
絡
す
る
。

▼
第
1
次
試
験
日　

9
月
3
日

日問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐

１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐

２
０
２
２

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た　

　

平
成
29
年
5
月
29
日
月
か

ら
、
全
国
の
登
記
所
（
法
務

局
）
に
お
い
て
、
各
種
相
続
手

続
き
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る

の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
各
種
相
続
手
続
き

で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出

し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場

合
、
手
続
き
が
同
時
に
進
め
ら

れ
る
等
、
便
利
な
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
等
、
詳

し
く
は
法
務
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門

☎
５
３
４
‐
２
０
４
５

夏
休
み
親
子
自
由
研
究

i
ｎ
下
水
道
２
０
１
７

　

下
水
道
の
普
及
啓
発
を
図
る

た
め
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間
中
に

施
設
を
開
放
し
、
施
設
見
学
、

水
質
実
験
お
よ
び
微
生
物
観
察

等
を
通
し
て
親
子
で
下
水
道
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
等
の

参
考
と
な
る
よ
う
な
題
材
を
提

供
し
、
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
本
事
業
を
県

北
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま

す
。

▼
日
時　

7
月
27
日
木
、
8
月

6
日
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
午

前
12
時
ま
で
（
受
付
午
前
9
時

か
ら
）

▼
場
所　

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象
者　

小
学
校
3
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
※
参
加
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
児
童

の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
複
数
で
の
申
込
み
の
場

合
に
は
、
1
団
体
児
童
3
名
ま

で
と
し
、
1
名
以
上
の
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員　

各
日
と
も
児
童
15
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
、
参
加
決
定
者
の
み
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。

▼
実
施
内
容　

下
水
道
の
概
要

説
明
、
施
設
見
学
、
微
生
物
観

察
、
水
質
実
験
（
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
）、簡
易
工
作
（
透
視
度
計
）、

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
開
け
体
験
等

▼
申
込
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え

申
込
み
く
だ
さ
い
。（
必
要
事

項
）申
込
代
表
者
名（
保
護
者
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
人

数
（
代
表
者
含
む
）、
参
加
児

童
の
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
※

氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

6
月
26
日
月
か

ら
7
月
18
日
火
ま
で

問
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

〒
９
６
９
‐
１
７
４
１　

国
見

町
大
字
徳
江
字
上
悪
戸
46
‐
１

☎
５
８
５
‐
１
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
８
５
‐
５
３
０
０

放
送
大
学
10
月
入
学
生

募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年

度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た

い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間　
（
第
1
回
）
6

月
15
日
木
か
ら
8
月
31
日
木
ま

で
（
第
2
回
）
9
月
1
日
金
か

ら
9
月
20
日
水
ま
で

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
９
２
１
‐
７
４
７
１

第
22
回
国
見
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

　

国
見
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、「
こ
で
ら
ん
に
ぃ

国
見
で
出
逢
っ
た
〝
撮
っ
て
お

き
〟」
を
テ
ー
マ
に
、
国
見
町

内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、

歴
史
・
文
化
又
は
風
景
を
と
ら

え
た
作
品
で
、『
国
見
町
に
行
っ

て
み
よ
う
！
』
と
思
わ
せ
る
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
作
品　

【
国
見
の
た
か
ら
も
の
！
部
門
】

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
、
4
Ｐ

Ｗ
（
ワ
イ
ド
四
切
）
ま
た
は
Ａ

４
版
。
１
人
３
点
ま
で
。
平
成

後藤　碧
あ い り

凛ちゃん
怜さん　麻衣さん （ 滝 山 ）

佐久間フミさん 98 （ 第 1 2 ）

佐藤　三郎さん 96 （ 高 城 ）

吉田　正雄さん 88 （山崎小舘）

鈴木　三雄さん 82 （ 大 町 南 ）

髙橋藤右エ門さん 95 （ 第 1 2 ）

渋谷　忠治さん 90 （ 上 野 ）

阿部　敏雄さん 68 （ 第 1 ）

福田美代子さん 78 （ 内 谷 東 ）

大隈　スミさん 85 （石母田原）

佐久間ヨシさん 83 （ 第 2 ）

髙橋　キヨさん 88 （ 錦 町 ）

29
年
4
月
以
降
に
撮
影
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。
※
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
よ
る
作
品
も
可
で
す

が
、
組
写
真
や
合
成
写
真
は
認

め
ま
せ
ん
。

【
キ
セ
キ
の
一
瞬
！
投
稿
部
門
】

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話

の
カ
メ
ラ
機
能
を
利
用
し
撮
影

し
た
写
真
と
し
、
1
作
品
10
Ｍ

Ｂ
以
内
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
と

し
ま
す
。
応
募
点
数
は
問
い
ま

せ
ん
。
※
加
工
し
た
写
真
は
不

可
で
す
。「
く
に
み
の
た
か
ら

も
の
！
部
門
」
に
同
一
作
品
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法
及
び
各
賞
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課
総
合
政
策
室

☎
５
８
５
‐
２
２
１
７
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◆期日 ( 全 3 回 )
　7 月 29 日土、8 月 12 日土、9 月 17 日日
◆時間
　午後 1 時 30 分から午後 3 時まで
◆場所
　国見町観月台文化センター　大研修室
◆講師
　井実充史氏（福島大学　人間発達文化学類教授）
◆内容
　第 1 回　「みやび」と「みちのく」
　　　　　－伊勢物語と東北地方―
　第 2 回　恋の物語　―許されざる関係―
　第 3 回　友情の物語　―酔狂な仲間たち―
◆参加料　無料
◆対象者　町民及び県北地方にお住まいの方
◆定員　　30 人程度
◆申込み　7 月 14 日金まで
◆問い合わせ　生涯学習課　☎ 585-2676

行事のお知らせ

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
が
５

月
13
日
に
開
講
し
、
国
見
小
学

校
４
年
生
か
ら
６
年
生
27
人
の

教
室
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
教

室
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ポ
ー

ツ
、
稲
刈
り
体
験
や
陶
芸
な
ど

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

み
な
さ
ん
と
伸
び
ゆ
く
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
、
岡
崎
忠
昭
教

育
長
と
阿
部
雅
好
国
見
小
学
校

長
か
ら
「
貴
重
な
機
会
に
、
学

校
で
は
学
べ
な
い
多
く
の
こ
と

を
学
び
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」

　

元
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

代
表
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

大
山
加
奈
さ
ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
と
講
演
会
が
4
月
22

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
は
県
北

中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
生

徒
と
国
見
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
妹

の
大
山
未
希
さ
ん
も
参
加
し
て

の
大
山
姉
妹
に
よ
る
熱
の
こ

も
っ
た
指
導
が
行
わ
れ
、
憧
れ

パ
ワ
フ
ル
・
カ
ナ

大
山
加
奈
講
演
会
×
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

の
大
山
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、
大
山
さ

ん
自
身
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
の

経
験
を
基
に
、
夢
に
向
か
っ
て

全
力
で
取
り
組
む
大
切
さ
を
伝

え
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

   

開
講
式

　

子
ど
も
読
書
推
進
の
日
・
子

ど
も
読
書
推
進
週
間
に
ち
な

み
、
第
１
回
子
ど
も
司
書
デ
ー

を
５
月
18
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
度
ま
で
に

認
定
を
受
け
た
子
ど
も
司
書
の

み
な
さ
ん
が
、
本
の
貸
出
・
返

却
や
整
理
な
ど
の
事
務
作
業
、

図
書
室
前
で
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
図
書
館
の
仕
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
子
ど
も
司
書
の
読
み

第
1
回
子
ど
も

　
　

    

司
書
デ
ー
開
催

聞
か
せ
を
聞
い
た
子
ど
も
は

「
も
っ
と
読
ん
で
」
と
し
き
り

に
急
か
す
ほ
ど
興
味
津
々
で
し

た
。

　

今
年
も
子
ど
も
司
書
講
座
が

開
催
さ
れ
、
新
た
な
子
ど
も
司

書
が
誕
生
し
ま
す
。

　

成
人
学
級
の
開
講
式
が
４
月

21
日
に
行
わ
れ
、
31
名
の
学
級

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
講
式

で
は
岡
崎
忠
昭
教
育
長
か
ら

「
読
書
の
時
間
を
持
つ
こ
と
を

大
切
に
し
て
、
心
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
藤
田
総
合
病

院
の
佐
藤
昌
宏
副
院
長
か
ら

『
生
活
習
慣
病
と
食
事
に
つ
い

て
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
学
ん

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
引
き
続
き
、
坂
内

明
生
町
社
会
教
育
指
導
員
を
講

師
に
ふ
し
ぎ
理
科
実
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
教
室
生
は
講
師
が

考
え
た
様
々
な
実
験
に
驚
き
な

が
ら
も
、
指
導
を
受
け
、
楽
し

み
な
が
ら
理
解
し
て
い
ま
し

た
。

ご指導ありがとうございました！

実験に興味津々の子どもたち

6 月 7 日 水 キッズシアター　

オペラ「森は生きている」

8 日 木 阿津賀志学級

10 日 土 みみずく「おはなし会」

沢木順ミュージカルセミナー

2017 in あつかしの郷

12 日 月 町長杯スポーツ大会総合表彰式

14 日 水 くにみ女性教室

子ども移動図書館 (3 年生 )

15 日 木 子ども移動図書館 (2 年生 )

17 日 土 少年仲間づくり教室②

19 日 月 子ども移動図書館 (1 年生 )

23 日 金 成人学級

24 日 土 国見っ子わんぱく広場②
29 日 木 ブックスタート

３学級合同学習
7 月 2 日 日 キッズフェスティバル

3 日 月 休館日
国見ジュニア応援団

6 日 木 3 学級合同学習会「町長講話」
8 日 土 みみずく「おはなし会」

沢木順コンサート 2017
少年仲間づくり教室③

だ
参
加
者
は
早
速
実
践
し
よ
う

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
た
な
学
級
委
員
長

と
し
て
赤
井
畑
千
恵
子
さ
ん
を

選
出
し
、
一
年
間
の
活
動
を
確

認
し
て
今
年
度
の
成
人
学
級
が

ス
タ
―
ト
し
ま
し
た
。

伊勢物語 ～雅びを読み解く～
古典文学講座

食
生
活
を
大
切
に
生
き
生
き
！

　

成
人
学
級
開
講
式 ” 夢を持ち続けることを大切に ”

絵本の読み聞かせの様子

講演する佐藤副院長

講座生募集

沢木順コンサート  2017　.
　◆日　時：7 月 8 日土　午後 2 時から　
　◆場　所：国見町観月台文化センター　ホール
　◆チケット：1,000 円
　◆問い合わせ先
　　沢木順コンサート実行委員会
　　　　　　代表　阿部　☎ 585-2648
　　観月台文化センター　☎ 585-2676

沢木順の魅力満載の
コンサート♪

23 22



〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

　ついにオープンした道の駅
国見あつかしの郷。連日多く
の人で賑わっています。空っ
ぽだった道の駅に命が宿り、
実際に“動いている”道の駅を
見ると感慨深く思います。し
かし、道の駅はこれからが本
番です。国見町の魅力がたく
さん詰まった自慢の道の駅。
みなさんに末永く愛される道
の駅になりますように。 （Y.T）

あ と が き

カレンダー
くにみ6月

　ラヂオ課、課長の古賀です。道の駅国見～あつかし
の郷～もオープンし、毎日たくさんの方にご利用いた
だいております。その、にぎやかな雰囲気を少しでも
感じてもらいたい！国見町の情報発信番組としては活
気ある国見町を知ってもらいたいという強い思いから
スタジオを道の駅に設けて、生放送をしてしまおう！と
いうことで5月19日の放送から、はじめました！

　スタッフも気合を入れて、道の駅の美味しい商品の
数々を日々食べております。（もちろん、伝えるためな
んですけどね。えぇ。）来月には、宿泊施設「風道」
に泊まる体験レポートも予定しています。
　このように、スタッフも実際に国見町をいろいろ取
材して歩いています。もし見かけたら、遠慮なく声な
どかけてくださいね。
　毎週金曜日・
午前10時。周波
数は81.8MHz。
　これからもよ
ろしくお願いい
たします！

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10

・広報くにみ
6月号発行日

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・キッズシアター
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・阿津賀志学級
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・沢木順ミュージカル
セミナー2017in
あつかしの郷

11 12 13 14 15 16 17
・国見町消防団

定期点検
・町長杯スポーツ

大会総合表彰式
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室

18 19 20 21 22 23 24
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

徳北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診

3歳6か月
・いきいきサロン

泉田中（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

光明寺（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場

25 26 27 28 29 30 7/1
・小型家電リサイクル

特別回収日
（午前 8 時半～午後
5 時）

・いきいきサロン
板橋・板橋南

（午前10 時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・3学級合同学習
・乳幼児健診

3・9 か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）

・税金等納期限
町県民税

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・くにみ元気まつり

7/2 7/3 7/4 7/5 7/6 7/7 7/8
・キッズフェスティ

バル
・観月台文化

センター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・3学級合同学習会
「町長講話」

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ
7月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室

・沢木順コンサート
2017


